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 N-混乱ポルフィリン(NCP)は、一個のピロール環がそのα,β ’位で環構造に組み込まれたポルフィ

リン異性体で、特異な光・電気化学的性質やアニオン認識能など、その構造的非対称性を反映し

た、従来のポルフィリンでは見られないいくつかの特性を示すことが近年明らかにされつつある。

特に、その金属配位は独特であり、通常のポルフィリンで見られる環内部での金属配位に加え、

その環外周部窒素を第二の配位点とすることで、より複雑な構造をもつ金属錯体を形成すること

が報告されている。1–3 
 そこで今回、混乱ピロール周辺の置換基を変えることにより、環外周部窒素の配位環境の異な

る NCP 配位子を数種合成し、その影響が金属錯化挙動に与える効果を検討した。興味深いことに、

これらの NCP の Zn(II)錯体は、環内部に Zn(II)を配位しながら、かつ、その環外周部窒素を他

分子の Zn(II)にアキシアル配位することで、自己多量化することが明らかになった。さらに、

その自己多量化は、環外周部窒素周辺の構造に大きく依存し、混乱ピロールに隣接するメゾ位に

アリール基を有する NCP は自己二量体を、また、α,β位をアルキル化したメゾ無置換 NCP は自己

三量体を形成することを固体・溶液状態で確認した。本ポスターでは、これらの金属錯体につい

て詳細を報告する。 
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